
～がん検診を受診しよう！～ 

人生 100年時代と言われていますが、健康に生きて 

こそ楽しい人生が送れます。 

健康診断は「がん」、「生活習慣病」から 

皆さんを守る手段です。 

年に 1度は健康診断、およびがん検診を 

必ず受診しましょう。 

 

■早期発見が非常に重要 
今は「2人に 1人」は、がんにかかる時代に 

なっています。万が一ではなく 2分の１です。 

しかし、がんは不治の病ではありません。 

早期発見、早期治療を行うことで、生存率も 

高くなっています。 

健診結果で、要精密検査などの所見があれば、 

速やかに二次健診を受診するよう心掛けましょう。 

 

■市区町村がん検診補助について 
ダイワボウ健保では、地方自治体が実施する以下の市区町村がん検診を受診した

方に、自己負担金額を補助しています。対象の方は受診後、健保に申請書をご提

出下さい。 

 
被保険者 
（本人） 

被扶養配偶者 
（夫・妻） 

胃がん検診（胃 X線検査） 

35歳以上 35歳以上 大腸がん検診（便潜血検査） 

肺がん検診（胸部 X線検査） 

乳がん検診（エコー又はマンモ） 女性35歳以上 
女性 35歳以上 

子宮がん検診（子宮頚部の細胞診） 女性20歳以上 

※「人間ドック」「生活習慣病検診」（婦人科検診は無料オプション）には 

通常上記のがん検診が含まれています。重複した場合、補助はありません。 

 

大切な奥様や旦那様にも受診していただけるように 

お声かけください。 

出典：全がん協加盟施設の生存率共同調査 

   2010年診断 相対生存率 

92.2 83.8
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健保だより 
 

令和元年 5月 15日号 
 

※ダイワボウ労働組合「組合新聞」第 1033号 

（令和元年 5月 10日発行）に掲載の 

「健保とあなた」と同じ内容です 


